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整形外科領域におけるKW-1062の 使用経験
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社会保険広島市民病院整形外科

整形外 科領域におけ る化膿性疾患 は少な くない。 とく

に各種 の抗 生剤が投与 され,し か も投与薬剤 に耐性 をも

った症例 では,そ の後の治療が きわ めて 困難 であるこ と

が多 い。 最近われわれは,こ のよ うな難治 性 の化膿 性疾

患 に対 し,KW-10621)を 使用す る機会 を得た ので,そ の

治療結果 について報告す る。

1. 研 究 方 法

KW-1062の 投与を行 ない治療 を施行 した症例は8例

で,Table 1に 示す よ うに,慢 性骨髄炎3例,化 膿 性関節

炎2例 お よび脊髄麻痺に伴 う仙骨部褥創 の3例 であ るQ

年令は12歳 の若年者 か ら93歳 まで となってお り,性 別

では 男女 それぞれ4名 つつであ るQこ れ ら8症 例はいず

れ も,KW-1062の 投与前 に,他 医 あるいは当科で何 ら

かの抗生剤 の投与がな され,し か も効果 のみ られなか っ

た もので,全 例 とも入院の上加療 された症 例であ る。

1. 起 炎菌

これ ら8症 例はKW-1062の 投与 に先立 って,病 巣か

ら膿 あ るいは,関 節液 を採取 し,培 養 を行ない起炎菌の

検 出を行 な ったOそ の結果はE. coli 2例, S. aureus 3

例 そ してPseudomonas aevaginesa 3例 であ った。

2. 臨床 症状

Table 1に 示す ように,症 例に よって全身的には発熱

や全 身倦怠感等を認め,ま た局所所見 としては病巣部の

腫 脹,疹 痛 お よび発熱 などがみ られた。 症例6, 7, 8の3

例は脊髄麻痺に よる褥創 の感染例 で,仙 骨部 の開放創と

膿 の排出が認め られた。

3. KW-1062の 投与法お よび投与量

KW - 1062の 投与は 原 則 として 筋 肉内注射 を もって

し,40mg量 を朝夕2回 施行 した。 しか し脊髄麻痺によ

る褥創例 では,KW - 106240 mgを1日1回 創 に滴下 し,

ガ ーゼ で被覆 したQ投 与 日数は最短10日 か ら最長25日

間 で,そ の間連続投 与を行 な ったQ同 一症例に対する最

大投与量は1,600mgで あ った0

II. 治 療 成 績

1. 成績判定基準

成績 の判定 は,臨 床症状の改善す なわち,全 身お よび

Table 1 Clinical cases
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Table 2 Clinical results

Table 3 Laboratory examination (i )

Table 4 Laboratory examination (ii)
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局所 々見 の軽快 と各種臨床検査 の改善す なわち赤沈値,

白血球 数の改善,細 菌学的検査の結果 などを参 考 として

次 のよ うに著効,有 効お よび無効 の3つ に分 けた。

著効:自 覚症状,発 熱,排 膿 な どの症状の消失 および

細菌学的検査 で菌 の消失 した もの。

有効:自 覚症状や排膿減少,解 熱,白 血 球数減少な ど

のいずれかに改善 を認めた もの｡

無 効:投 与前に比べ,自 覚症状 および臨床症状,検 査

結果 に何 ら改善 が認め られなか った もの。

2. 成績結果

以上 の判定基準 に もとづ き,KW-1062を 投与 した症

例 の成績結果 は,Table 2に 示 すよ うに,著 効2例,有

効5例 そ して無効1例 であ った。

3. 副作用

KW - 1062を 投与 した8症 例中 には治療期 間を通 じて

ショック,発 熱あ るいは皮膚症状,胃 腸障害 な どの副作

用は認 め られなか った。 また, KW - 1062投 与中 および

投与後 に行 なった血 液 ・尿一般検査お よび血清化学的検

査に ても全症 例に異 常所見はみ られ なか った(Table 3,

4)。 しか し症例6は のちに肺炎を合併 し,全 身状態 の悪

化を示 し死亡 した もの である｡

III. 考 察

KW - 1062の 投与を行ない治療 を行 なった8症 例の う

ち,骨 髄炎 と化膿 性関節炎の5症 例は,い ずれ も著効2

例 を含む良好 な成績 を示 している｡こ れ らの症例はKW

-1062投 与前何 らかの他抗生剤が使用 されてお り,と く

に症 例2,3で は数 カ月間の加療に よるものであ るが,

完治 しなか った難治例 である。 このよ うな症例に対して

も外科的処置 とともにKW-1062が 投与 されればかな り

有効であ ることが確認 された。一方脊髄麻痺に伴 う褥創

例に もKW - 1062を 創 に直接滴 下する ことによ り,か な

り良 い治療 成績 を認め ることがで きた｡す なわち3症 例

中2例 では創 のPseudomonas aeruginosaは よ く抑制

され,治 癒 を示 し再発 も認 めなか った｡し かし残 る1例

では一時やや軽快 の徴がみ えた が,全 身状態 の悪化に伴

い仙骨部の褥創 も増悪 しついに死亡 した症例 であ り,今

後 の良い教訓 とな った。

IV . 結 語

1. 整形外科 的化膿 疾患8症 例(骨 髄炎3例,化 膿性

関節 炎2例,褥 創3例)にKW-1062を 投与 し,か なり'

良好 な治療成績 を得 た｡

2. KW - 1062の 投与 量は,1日80mgで これ を朝夕

2回 に分けて筋 肉内注射 し,褥 創 の症 例では1日1回40

mgを 創に滴下 した｡

3. 治療成績は著効2例,有 効5例 そして無効1例 で

あ った。

4. KW-1062の 投与に よる副作用は何 ら認 め られな

か った 。
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KW-1062 was administered to 8 cases of chronic osteomyelitis, suppurative arthritis and bedsore 

caused by spinal paralysis. 

A dose of 80 mg was intramuscularly administered continuously for 10-25 days. 

A local administration of KW-1062 was performed in 3 cases of bedsore at a dose of 40 mg. 

The therapeutic results were excellent in 2 cases, good in 5 cases and poor in one case. 

No side effect was observed with KW-1062 and no abnormality was found in renal functions and 

other examinations throughout all the cases.


